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徳島県観音寺遺跡における樹種同定

株式会社古環境研究所

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較 して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遣跡から出上 したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試 料

試料は、観音寺遺跡より出土した舟形、斎串、人形、馬形、鳥形、刀形、紡織具形、陽物形、剣形、

鏃形などの祭祀具、曲物底板、高杯、挽物 (皿 )、 槽の容器、壽木、火付棒、火鑽板、自在、把手、腰

掛などの雑具、杓子、匙、箸、俎板の食事具、弓の武器、檜扇、櫛、下駄の服飾具、糸巻横木、糸巻枠

木、紡輪、中筒の紡織具、天秤棒の運搬具、独楽、琴柱の遊戯具、編棒、編台、馬鍬、馬鋤、木錘、田

下駄の農具、櫂の漁猟具、有頭棒、聾柄などの工具、杭、部材、柱などの木材100点である。

3.方 法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 日と同

義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察 した。同定は、解剖学的形質

および現生標本との対比によって行った。

4.結 果

結果を表 6に示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

モミ属 Aう ,ι∫ マツ科 図版68-5

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で 1分野に 1～ 4個存在する。放射柔細胞の壁が厚

く、じゅず状末端壁を有する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリモミ属に同定される。モミ属は日本に5種が自生し、その内ウラジロモミ、トドマツ、

シラビソ、オオシラビソの 4種は亜寒帯に分布 し、モミは温帯を中心に分布する。常緑高木で高さ45m、

径1.5mに達する。材は保存性が低 く軽軟であるが、現在では多用される。

トガサワラ Psじ
"あ

た,gttηο乃テθα Beissn, マツ科 図版67-1

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管および垂直、水平両樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構成さ

れる針葉樹材である。
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横断面 :早材から晩材への移行は比較的急で、正常垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射組織には、放射柔細胞と放射仮道管が存在する。放射柔細胞の分野壁孔は トウヒ型で、

1分野に3～ 5個存在する。また仮道管の内壁には、水平に近いらせん肥厚が密に存在する。

接線断面 :放射組織は単列であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。仮道管の内壁には密

に並ぶらせん肥厚が見られる。

以上の形質よリトガサワラに同定される。 トガサワラは、現在では本州 (紀伊半島)、 四国 (高知県)

の深山のごく限られた地域に自然分布する。常緑高木で通常高さ20～ 30m、 径60～ 80cmである。材は

建築、船、器具、土木などに用いられる。

ツガ属 路冴gα  マツ科 図版67-2

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞及び放射仮道管から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急である。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、スギ型でややヒノキ型の傾向を示 し、 1分野に2～ 4個存在す

る。放射仮道管が存在 し、その壁には小型の有縁壁孔が存在する。わずかではあるが、樹脂細胞が存在

する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリツガ属に同定される。ツガには、ツガ、コメツガがあり、本州、四国、九州に分布す

る。常緑高木で通常高さ20～ 25m、 径50～80cmである。材は耐朽性、保存性 ともに中庸で、建築、器

具、土木、薪戊などに用いられる。

マツ属複維管束亜属 P,η
"s subgen.DttOっ

われ マツ科 図版67-3

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツが

あり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、材は水湿によく耐え、広 く用

いられる。

スギ c1/Pttπrカデクο乃た,DoDon スギ科 図版68-6

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広 く用いられる。
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コウヤマキ 駐助 ゎ∫ツι務じ才肋勉Sieb.et Zucc.コ ウヤマキ科 図版68-4

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで、晩材部の幅は狭い。

放射断面 :放射柔細胞の、分野壁孔は窓状である。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高であるが多 くは10細胞高以下である。

以上の形質よリコウヤマキと同定される。コウヤマキは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ30m、 径80cmに 達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であ り、耐

朽性、耐湿性ともに高い。特に耐水湿材 として用いられる。

ヒノ キ 働 αttα年〃 αr'Sο♭肱∫α Endl.ヒ ノ キ科  図版 68-7・ 8、 69-9

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高である。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であり、耐

朽性、耐湿性ともに高い。良材であり、建築など広 く用いられる。

ヤナギ属 肋肋 ヤナギ科 図版69-10

横断面 :小型で丸い、放射方向にややのびた道管が、単独あるいは2～ 3個放射方向に複合 し、散在

する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。放射組織は異性である。

接線断面 :放射組織は、単列の異性放射組織型である。

以上の形質よリヤナギ属に同定される。ヤナギ属は落葉の高木または低木で、北海道、本州、四国、

九州に分布する。

ツブラジイ 働 sttηψ∫ねθ
"Vテ

所αtt Schottky ブナ科 図版69-11

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が、やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道

管が火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放射組織が存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなり、同性放射組織型である。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よリツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布する。常

緑の高木で、高さ20m、 径1.5mに達する。材は耐朽性、保存性低 く、建築材などに用いられる。

コナラ属コナラ節 2坊ゼκ
"d Sect.P万

乃ヵ∫ ブナ科 図版70-12

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った

小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。
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接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、

ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmぐ らいに達

する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 2ヵπ が subgen.の cわ♭α肋乃ψdね  ブナ科 図版70-13

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材であ

る。道管は単独で複合 しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質よリヨナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガ

シ、アラカシ、シラカシなどがあ り、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径1.5m

以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性が強 く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

ケヤキ 疵肋 α sι rr9勉 Makino ニレ科 図版70-14

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～ 2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合

して円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが

平伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらみ、なかには結晶を含むも

のがある。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふ くらんでいるもの

がある。幅は 1～ 7細胞幅である。

以上の形質よリケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高

さ20～ 25m、 径60～ 70cmぐ らいであるが、大きいものは高さ50m、 径 3mに達する。材は強靭で従曲

性に富み、建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

シキミ 財,c,,翻 κJを ,ο∫
"脇

Sieb.et Zucc.モ クレン科 図版71-15

横断面 :小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に分布する散孔材である。早材部の年輪界付近に於い

て、道管が少し並ぶ傾向を示す。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多 く50を越える。放射組織は平

伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅で、単列部が太い。

以上の形質よリシキミに同定される。シキミは、関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。常

緑の小高木で、高さ10m、 径30cmに達する。材は、強さ中庸で、旋作、器具、薪などに用いられる。
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タブノキ z露ヵガヵ∫励ヵ乃うιrg,,Sieb.et Zucc. クスノキ科 図版71-16

横断面 :や や小型から中型の道管が、単独および2～数個放射方向に複合 して散在する散孔材であ

る。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取 り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、油を含み大きく膨

れ上がったものも存在する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔または少数ではあるが、数の少ない階段穿孔が存在する。放射組織は

ほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 2細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかには、

しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よリタブノキに同定される。タブノキは、本州 (暖地)、 四国、九州、沖縄に分布する。

常緑の高木で、高さ15m、 径 lmに達する。材は耐朽性、保存性ともに中庸で、建築、家具、土木、器

具、楽器、船、彫刻、薪炭などに用いられる。

イスノキ Dぬダ,"“ 胞じθttO∫防陶Sieb.et Zucc,マ ンサク科 図版71-17

横断面 :小型でやや角張った道管が、ほぼ単独に散在する散孔材である。軸方向柔細胞が接線方向に

向かって黒い線状に並んで見られ、ほぼ一定の間隔で規則的に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は比較的少なく15前後のものが多

い。放射組織は異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、ほとんどが 1～ 2細胞幅であるが、まれに3細胞幅のも

のも存在する。

以上の形質よリイスノキに同定される。イスノキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。

常緑の高木で、高さ20m、 径 lmに達する。耐朽性および保存性の高い材で、建築、器具、楽器、ろく

ろ細工、櫛、薪炭などに用いられる。

サクラ属 P触 ヵ々∫ バラ科 図版72-18

横断面 :小型で丸い道管が、単独あるいは2～ 3個放射方向および斜め方向に複合 して散在する散孔

材である。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近い

異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質よリサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザクラ、

ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

ユズリハ属 Dψ力″ ゎ′′,μ ユズリハ科 図版72-19

横断面 :小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～ 50本である。放射組織は平

伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性波射組織型で、 1～ 2細胞幅である。

以上の形質よリユズリハ属に同定される。ユズリハ属にはユズリハ、ヒメユズリハなどがあり、北海
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道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑の高木または低木である。

ムクロジ Spp肋′ヵ∫陶,肋r9∫∫,Gaertn.ム クロジ科 図版72-20

横断面 :大型でやや厚壁の道管が単独 ときに2個複合 して年輪のはじめに 1～ 2列疎に配列する環孔

材である。晩材部では小型で薄壁の角張った道管が数個おもに放射方向に複合 して散在する。軸方向柔

細胞は早材部で周囲状、晩材部では数列幅で帯状となって接線方向に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は同性である。小道管の内壁にらせん肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。放射組織の外形はいびつである。

以上の形質よリムクロジに同定される。ムクロジは本州 (茨城県、新潟県以南)、 四国、九州、沖縄

に分布する。落葉の高木で、高さ25m、 径 lmに達する。材はやや軽軟で脆弱な材で、器具、家具など

に用いられる。

アワブキ属 ″θJ,ο dηα アワブキ科 図版73-21

横断面 :小型の道管が、単独ないしその複合部に 1～ 2個の柔細胞をはさんで、放射方向にむかって

2～ 4個複合 して散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は少なく10本前後である。放射組

織は異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質よリアワブキ属に同定される。アワブキ属は本州、四国、九州に分布する。落葉または常

緑の小高木から高木である。

サカキ αιノじ胞Ji2P"'θα Thunb.ツ バキ科 図版73-22

横断面 :小型の道管が、単独ないし2個複合して密に散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿了しで、階段の数は多 く60を越える。放射組織は平

伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よリサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑

高木で、通常高さ8～ 10m、 径20～ 30cmである。材は強靭、堅硬で、建築、器具などに用いられる。

ヒサカキ属 励 4/α  ツバキ科 図版73-23

横断面 :小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多 く60を越える。放射組織は平

伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅で、多列部と比べて単列部が長い。

以上の形質よリヒサカキ属に同定される。ヒサカキ属にはヒサカキ、ハマヒサカキなどがあり、本州、

四国、九州、沖縄に分布する。常緑の小高木で、通常高さ10m、 径30cmである。材は強さ中庸で、器

具などに用いられる。
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エゴノキ属 Sヮィ餌 エゴノキ科 図版74-24

横断面 :年輪のはじめに、やや小型で丸い道管が、おもに2～ 4個放射方向に複合 して散在 し、晩材

部ではごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合 して散在する散孔材である。道管の

径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。軸方向柔細胞が、晩材部において接線状に配列

する。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は10本前後である。放射組織は異

性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 3細胞幅である。

以上の形質よリエゴノキ属に同定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハクウンボクなどがあり、北

海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の小高木で、高さ10m、 径30cmである。材は器具、旋作、

薪炭などに用いられる。

ウツギ属 Dι
"之

カ ユキノシタ科 図版74-25

横断面 :小型で多角形の道管が、ほぼ単独で均―に散在する散孔材である。放射組織の細胞が大きく

接線方向への幅が道管の直径より大きいことが認められる。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は50本前後である。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 2～ 5細胞幅の細長い紡錘形であり鞘細胞のあるものが見

られる。

以上の形質よリウツギ属に同定される。ウッギ属は本州、四国、九州に分布する。落葉の低木で、枝

には随があり古 くなると中空となる。材は木釘などに用いられる。

5.所 見

同定の結果、観音寺遺跡の木材は、ヒノキ47点、コナラ属アカガシ亜属11点、ツブラジイ 6点、ウツ

ギ属 6点、スギ 5点、ツガ属 3点、モミ属 1点、コウヤマキ 2点、ヤナギ属 2点、タブノキ 2点、ヒサ

カキ属 2点、サクラ属 2点、マツ属複維管束亜属 1点、 トガサワラ 1点、コナラ属コナラ節 1点、ケヤ

キ 1点、シキミ1点、イスノキ 1点、ユズリハ属 1点、ムクロジ 1点、アワブキ属 1点、サカキ 1点、

エゴノキ属 1点、であった。

ヒノキが極めて多 く、斎串、人形、馬形、鳥形、陽物形、曲物底板、挽物 (皿 )、 槽、需木、火付棒、

把手、腰掛、杓子、匙、箸、檜扇、糸巻積木、糸巻枠木、琴柱、編棒、馬鍬、田下駄、櫂、柄など用途

を問わず幅広 く使用されている。木理通直で大きな材が取れる良材であり特に保存性が高い。次に多い

コナラ属アカガシ亜属は舟形、人形、火鑽板、自在鍵、木錘、有頭棒、柄など、こちらも幅広 く使用さ

れている。弾力性があり強 く硬い材である。ツブラジイは舟形、人形、都材に、ヤナギ属が舟形に使用

されている。どちらの材も耐朽性、保存性の低い材である。スギは祭串、紡織具形、曲物底板、把手、

中筒に使用されている。加工工作が容易な上、大きな材がとれる良材である。コウヤマキは鏃形、柱に

使用されている。特に耐湿性に優れ、針葉樹の中では最も加工のしやすい材である。他の針葉樹ではモ

ミ属が刀形に使用されている。モミ属は温帯性のモミと考えられる。 トガサヮラは紡輪に使用されてい

る。モミ、 トガサヮラはどちらも耐朽性、保存性は高 くなく、軽軟で加工容易な材である。ッガ属は祭

串、糸巻、編台に使用されている。木理概ね通直で肌目は粗 く、耐朽性、保存性は中庸、切削、加工の
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難度はやや困難である。マツ属複維管束亜属は杭に使用されている。水湿に良く耐える材である。他の

広葉樹では、コナラ属コナラ節は杭に使用されている。強靭で弾力に富んだ材である。ケヤキは杭に使

用されている。耐朽性、保存性は高 く、水湿にもよく耐える材である。タブノキは下駄、独楽に使用さ

れている。強さ中庸で耐朽性、保存性、切削、加工の難度は中庸の材である。サクラ属は舟形、人形に

使用されている。耐久性、保存性の高い材で、切削、加工の難度は中庸の材である。イスノキは櫛に使

用されている。耐朽性にすぐれ細かい細工にも良好で器具類にも適する材である。ユズリハ属は俎板に

使用されている。緻密で均質な材と言える。ムクロジは弓に使用されている。やや軽軟で脆弱な材であ

る。アワブキ属は天秤棒に使用されている。強さ中庸の材である。サカキは舟形に使用されている。概

して強靭で堅硬な材である。ヒサカキ属は舟形に使用されている。強さは中庸で材質はサカキに似てい

るがやや劣る。エゴノキ属は高杯に使用されている。強さ中位でやや堅硬な材である。ウツギ属は人形、

剣形、部材に使用されている。概 して硬 く、耐朽性、保存性の高い材である。

針葉樹のヒノキ、スギ、モミ、 トガサワラ、ツガ属、マツ属複維管束亜属、コウヤマキは温帯を中心

に分布する。コナラ属アカガシ亜属、ツブラジイ、タブノキ、イスノキは温帯下部の暖温帯の照葉樹林

を形成する主要高木である。またサカキ、ヒサカキ属も照葉樹林の構成要素である。他のヤナギ属、コ

ナラ属コナラ節、ケヤキ、シキミ、サクラ属、ユズリハ属、ムクロジ、アワブキ属、エゴノキ属、ウツ

ギ属の広葉樹 も温帯ないし温帯下部の暖温帯に分布する広葉樹ばかりである。

以上ほとんどの樹種が遺跡の周辺ないし近隣地域に分布 していたと考えられるが、 トガサワラは、現

在の分布域が紀伊半島と高知県の深山に限られており、流通の可能性も否めない。観音寺遺跡の木材の

樹種は、ヒノキが極めて多 くコナラ属アカガシ亜属が続 くという特徴を有する。
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表 8 観音寺遺跡における樹種同定結果

分類 名称 結 果 (学名/和名 ) 掲載番号

祭祀具 舟形 Cα∫rαヵ9p∫どdC Schottky ノブラジイ

祭祀具 舟形

祭〒B具 舟形  能城

subgen. コナラ属アカガシ亜属

ヤナギ属

祭祀具 舟形   励っα ヒサカキ属

5  祭祀具   舟形   C′ヮι靱ブ彎οηJθα Thunb.     サカキ                2234
6O    舟ざ州|し 具     刑げレ    C祢 勉 7T9p∫ JS C′ pゞJ'α勉 もchottky     ツ 7ラ ジ イ                     2359祭祀具 舟形   働 s勉れυ∫ねc′ψ滋 勉Schottky ツブラジイ

祭祀具 舟形   2″?κ,s Subgen● c,οうα肋々 ψdど∫ コナラ属アカガシ亜属 743

8  祭祀具 舟形 Schottky ツブラジイ 965
9  祭祀具 舟形 ヤナギ属 1136

10  祭祀具 舟形

11  祭祀具 舟形 Zレっ α

Schottky ノブラジイ

ヒサカキ属 1131

12  祭祀具 舟形 サクラ属 1692

13  祭祀具 舟形 2,ικ,∫ Subgen●ε′t,うα肋ヵοp∫どd コナラ属アカガン亜属 1708

14  祭祀具 舟形 2,?rC′∫Subgen.の Cみう,肋ヵ9psお コナラ属アカガシ亜属 1712

15  祭祀具 斎 串 Cっpヵ//t?rカ ス ギ

ヒノキ16  祭祀具 斎 串 σんαttα?fノp'′ね0う′″dα Endl

17  祭祀具 斎 串 C力αれ,¢cッpα /・Ld Oう力dα Endl

18  祭祀具 斎 串 C力αηαιcypα /・ id οうサ,s,Endl. ヒノキ 707
19  祭祀具 斎 串 ノガ属

ヒノキ20  祭祀具 斎串   c力α/PP,π ttαttd Oう ど′dα Endl 1173

21  祭祀具   斎串  働 ,れ ,θcvpα ri9 οうサ″∫α Endl ヒノキ

22     男詩i巳ザ肇 斎 串 汚∫οう励s,Endl

23  祭扁E具 斎串   C力α脇,年〃α′,dοうど
'dα

 Endl. ヒノキ 1564

24     名馬所巳ザミ 斎串  θ物脇αθc οう′″d,Endl

25  祭祀具 人形   Dゼ″党,, ウツギ属

26     突馬耳巳ぢ章 人形   Dι′党滋 ウツギ属

27     突焉戸巳歩苺 人形   D¢″鬼どα ウツギ属

28     名澤烹巳要肇 人形    Pr′ /P,d サクラ属

29     突善下巳丁肇 人形   C力α鞄,年〃αお οう″″∫α Endl. ヒノキ 2028
30     突焉〒巳歩き 人形   2′θrf″d Subgen.の CんうαJαヵ彎dis コナラ属アカガシ亜属
31  祭祀具 人形 万dοうど′dα Endl.

32  祭祀具 人形   Cα ∫勉 9々pd,∫ ε,FP,力勉 SChottky ツブラジイ 1673

33     完鷺斤巳要肇 人形   Dθ,党ヵ ウツギ属

34  祭祀具 馬形    働 ″T2,ι rypα /・ is οうサ′dα Endl. ヒノキ 1682

35  祭祀具   鳥形か οうサ″dα Endl. ヒノキ 558
36  祭祀具 刀尭ケ  Aう ,ι∫ 1381

37  祭祀具  紡織具形  C朝殉物¢河衛υοttεα D.Don     スギ                 1657
38  祭斤巳具   陽物形   C力οttαTttα r'd Oι ′″s,Endl     ヒノキ                1414
39  祭祀具  棒状祭祀具 働 ,れα⊆〃αttd οう肋S'Endl.    ヒノキ                1718
40     名洋下巳歩き 支形   Dι残 カ仕V   宗 川し衆     米 ツク   υ ιフ猪筋                    ワ ソ 千 属                     2016ウツギ属

41  祭祀具   剣形か  Sc,効わdツ¢κJεテ肋協 Sieb et Zucc  コウヤマキ 1394
４２

一
４３

容器   曲物底板 οう筋dα Endl

容器   曲物底板  働αttα年〃α′,Sοうサ′dα Endl. ヒノキ

容器   曲物底板 οうヶフd,Endl ヒノキ

容器   曲物底板  cりp力胞″滋ブリοttθ,D,Don

容器   曲物底板 rね οうど′dα Endl. ヒノキ

容器   曲物底板  働αttαθcJP,お 0うオフ∫α Endi 553

容器   曲物底板 οう物dα Endl ヒノキ

容器 高杯か  dり′妍 エゴノキ属 1909
50   容器  挽物 (皿) 働α脇,(理,rね οうサ′d,Endl,
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分類 名称 結果 (学名/和名) 掲載番号

51 容 器 槽 C力αれαθttpα r'dOうサ,sα Endl. ヒノキ

雑 具 籍木   働αれ,π〃″ねοうサ′s,Endl ヒノキ 2307

雑具 火付棒  働αれαιrlp,お οうサフ∫α Endl ヒノキ 2122

雑具 火鑽板  2,?rc′d Subgen,oじ ′οう,,α 年々誌 コナラ属アカガシ亜属 131

雑具 自在   2″ ?κ′S Subgen●じ力うα
'α

ψ々dね コナラ属アカガン亜属

雑 具 叩板 C力αれαιのりαガ∫οう励M Endl ヒノキ 195

雑具 把手  Cり ヵ腕97・ IαブリοttC'D.Don ス ギ

維具 把 手   働 ,糊α∈ 〃 αJ・Ib Oうサパ ,Endl. ヒノキ 1460

雑具 腰 掛 蝕 れ,¢のりαttd οうι′dα Endl. ヒノキ 818

60  食事具 杓子    C力αれ,¢cypα ris οう肱dα Endl. ヒノキ 1999

61  食事具 杓 子   C力 ,脇απ 理 ,お οう才ヵs,Endl. ヒノキ 1355

62  食事具 匙 C力,ηα¢εッpαriS Oう サ,∫α Endl. ヒノキ 1367

63  食事具 箸 C力α77T'¢じypαrね οうサ
"s,Endl

ヒノキ 1364

64  食事具 俎板   Dψ 肋殉 ′′ン胸 ユズリハ属 886

武器 丸木弓  S9pJカカs胞
"肋

拗ss'Gaertn. ムクロジ 1606

66     月R会

“

歩肇 檜扇   θ物独,?c)pα′テdοうι′s,Endl ヒノキ 2177

67     月礎会行歩肇 槍扇   9物駒,¢じypα万∫οうrDrd,Endl ヒノキ 1285

68     月R会布ザ肇 櫛 Dねクカ″rT9胞ε¢胞0∫力翻 Sieb.et Zucc.  イ ス ノ キ 1961

69  服飾具 下駄   Mπ ttJ,s力′乃ル rP,J Sieb et Zucc. タブノキ 1298

70  紡織具  糸巻横木  働 ,れ,従〃αJ‐ iF οうザフd,Endl ヒノキ

71  紡織具  糸巻横木  盈′
=α

ツガ属 756

72  紡織具  糸巻枠木  働αttα年
",J・

J90♭サ″∫α Endl. ヒノキ 1264

73  紡織具 紡輪    Ps¢′冴οお′騨ブ攣οllサω βιねdη トガサワラ 51

Й   紡織具 中筒   Cっ フカ脇¢河α,管οttε,D.Don ス ギ 239

75  運搬具   天秤棒  νttοMα アワブキ属 1530

76  遊戯具 独 楽   νπカテJ,d J7T,ル ?rPι

'Sieb et Zucc
タブノキ

77  遊戯具 琴こオ主   C力 ,η,ιじノpαr'dοうど,sα End〕 ヒノキ

農具 編棒   C力,靱α¢fIP,河dοうケ″∫α Endl ヒノキ 1591

農具 編台  Td,P, ツガ属 1948

農具 斥請秋    C/Jα れ ,¢cyP,河dOう肋 dα Endl. ヒノキ 1250

農具 馬鍬   σ力,脇ατ〃αttS Oう 筋s,Endl ヒノキ 1204

農具 鋤 C力αttα¢り,α′汚οうι,sα Endl ヒノキ 141

農具 木錘   ②″¢/cレS Subgen.の θJοうα肋乃ψd'd コナラ属アカガシ亜属 2174

農具 木 錘   河J,ε,,筋 κ 佐 ,ο∫力肋 Sieb.et Zucc シキ ミ 1088

農具 田下駄   C力α/Plα年
",r'SOう

サ″s,Endl. ヒノキ

86  漁猟具 櫂か    働αれαιり即 r'd力 r,w Endl ヒノキ

87   工具   有頭棒  2″¢κフd subgen,oじ ′οうα協ヵψdね   ヨナラ属アカガシ亜属         1904
88   工具 柄   2ル κヵdSubgen oじ Jοう,′αΥ 誌    コナラ属アカガシ亜属 916

89   工具    磐柄   2,θκ,S Subgen●εんうαttη9PsJd   コナラ属アカガシ亜属         1585
90   工具 不明   じ力,躍α従〃α/・ iS Oうど,dα Endl        ヒノキ

91 杭 杭 P,η′s subgen Dψ′αつ」οη マツ属複維管束亜属 2135

杭 杭 Zθιわソ,d¢ rrα勉ふ7[akino ケヤキ 1233

杭 杭 2,ι rC力 d Sect,P′テヵ′d コナラ属コナラ節

部材 吉БんI    C力αttαθり,'ris ο♭オフs,Endl` 之ノキ 1933

部材 支脚 じんαttαιり,α riS οうど,sα Endl ヒノキ 1060

部材 部材   C79α ttο¢c"α ris Oう サ,dα Endl ヒノキ 1473

部材 台座   働 ,胞α¢cJp″ J∫ οうケ″d,Endl. ヒノキ 1466

部材 音hん:   Dι
"rK‐

,, ウツギ属 1567

99  建築部材   部材   働 d勉乃ωsお ε″ν肋 勉Schottky ツブラジイ 1849

柱 Sc力
'9Pttdッ

¢肪εテJ′,力 Sieb.et Zucc. コウヤマキ100 建築部材
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図版 6フ 観音寺追跡の木材  I
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図版68 観音寺遺跡の木材 Ⅱ
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横断面       :0.5mm
9(42 曲物底板 ヒノキ)

横断面       :0.4mm
10(9 舟形 ヤナギ属)

横断面       :0.5mm
ll(10 舟形 ツブラジイ)

接線断面      :0.2mm

放射断面      :0.2mm

図版69 観音寺遺跡の木材 Ⅲ
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横断面       :0.4mm
12(93 杭 コナラ属コナラ節)

横断面

13(13 舟形 コナラ属アカガシ亜属 )

横断面       :0.4mm
14(92杭 ケヤキ)

放射断面      :0.2mm

図版70 観音寺遺跡の木材 Ⅳ

放射断面      :0.2mm 接線断面      :0.2mm
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放射断面      :0.lmm横断面       :0.4mm
15(84 木錘 シキミ)

横断面       :0.4mm
16(69 下駄 タブノキ)

横断面       :0.2mm
17(68櫛 イスノキ)

放射断面      :0.2mm

図版71 観音寺遺跡の木材 V

接線断面      :0.4mm

放射断面      :0.2mm 接線断面
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図版72 観音寺遺跡の木材 Ⅵ
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横断面       :0.4mm
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横断面       :0.4mm
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図版73 観音寺遺跡の本材 Ⅶ
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横断面       :0.4mm
24(49 高杯 エゴノキ属)

横断面       :0.4mm
25(25 人形 ウツギ属 )
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図版74 観音寺遺跡の木材 Ⅷ
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観音寺遺跡出土の動物遺体

国立歴史民俗博物館

西 本 豊 弘

はじめに

観音寺遺跡の1998年 から2007年度の発掘調査で、ウマとウシの骨を中心に動物遺体が約2800点 と大量

に出土した。それらは紀元後 8世紀から10世紀のもので、当時の川の中に捨てられたものであった。そ

のため、木材とともに骨も保存されていたが、発掘後に丁寧に乾燥されたにもかかわらず、骨質そのも

のの保存状態はよくなく、資料の同定後に破損するものが多かった。

なお、鳥取大学医学部解剖学教室 。江田真毅氏にはヤマドリのデータをいただいた。そして歴博 。西

本研究室の浪形早季子氏と金憲爽氏には資料整理と表作成にお世話になった。皆様に厚く感謝致します。

1.貝類

貝殻の表度が14点採集されている。貝皮のみが残っているものが多いので、種名は分からない。

2.魚類

魚類の骨は5点出上した。それらは表に示したようにブリ・クロダイ・マグロ類であった。クロダイ

とブリは下顎の骨である歯骨が各 1点であり、マグロは、小型のマグロ類の主饂蓋骨 。第 1椎骨と大型

のマグロの椎骨である。マグロ類の種は分からない。

3.爬虫類

スッポンのみが116点 出土した。背甲や腹甲などの甲羅の破片が主体であるが、大きな頭蓋骨と四肢

骨も見られた。背甲や腹甲がいくつかまとまって出土する場合もあり、自然死したものか食料として利

用されたものか分からない。

4.鳥類

鳥骨の出土量は42点 と少ないが、ガンカモ類 。キジ類・ニワトリ・ツル類・ウ類・サギ類・ヘラサギ

類・カラス類・クイナ類など種類は多い。古代の遺跡であることから、ニワトリが含まれるのかどうか、

またどのようなニワトリであるのかが問題であつた。

そこで、まずニワトリについてみてみると、少なくとも尺骨 。大腿骨・睡骨 。中足骨・鳥口骨など5

点はニワトリと思われる。しかも、現代の各地の地鶏程度の大きさであり、予想外に大きい種であった。

ニワトリ類は大小の差が大きく、またキジ・ヤマドリと類似した形態であることから野生のキジ類との

区別が困難である。資料の観察の結果、この遺跡ではキジとニヮトリが含まれること、ヤマドリも含ま

れる可能性が高いことが明らかとなった。この点については、鳥取大学医学部の江田真毅氏から提供し

ていただいたヤマドリ骨格の写真も参考とした。

今回、この遺跡で出土したニワトリ類は、高知産の小国種よりも少し大きく、江戸時代以前の各地の

在来種のニワトリ類に近い普通のニワトリとしてよいであろう。ただし、出土量が少ないことは、奈良

時代に多く公布された殺生禁断令や肉食禁止令の影響かもしれない。
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野生の鳥類については、ヒシクイ程度の大きなガン類とマガモ程度のカモやアオサギなどの大型のサ

ギ類、カワウやカラス・ツルの幼`鳥等が、ごく少量含まれていた。また、種不明の小型のカラスも見ら

れた。ヘラサギ科やクイナ科の鳥類も含まれていた。すべて水田や川辺など低湿地に普通に見 られる種

類である。出土量が少ないことから、キジやカモ類を含めて積極的な鳥類利用は行われていなかったの

ではなかろうか。

5日 口甫乳類

哺乳類はこの遺跡の動物遺体の主体であり約2000点出上 した。その内1619点 の部位 と種を同定した。

ウマカ沈77点 で240/0で ありもっとも多い。ウシも256点であり、ウマまたはウシとした肋骨や椎骨を合わ

せるとウマとウシで976点であり両者で60%を 占める。その他の獣類では野生のシカが多い。イノンシ

は少なく、家畜のブタはほとんど見られなかった。イヌは131点 と比較的多 く、大小の差異が見られた。

イエネコが 1個体分出土したことは興味深い。弥生時代にはすでにイエネコが飼育されているが、古代

のイエネコの骨格は今のところ、この例だけである。

a.ウ マ

ウマの内容についてみてみると、表に示 したように主要な部位の出土量は377点である。下顎骨の出

土量から見ると少なくとも14個体以上は含まれる。おそらく実際にはその倍の30個体分以上であろう。

頭蓋骨や下顎骨、四肢骨のすべての部位で成獣が多 く若獣や幼獣は少ない。それらの幼若獣が本来捨て

られた量が少なかったとしても、それらの年齢の個体が少ないのは骨質がもろくて保存されにくかった

ことも影響 しているのであろう。成獣個体の四肢骨から大きさを推定してみると表とグラフに示 したよ

うになった。体高復元のできる部位を可能な限り利用 したので、同一個体のものを重複 して表示 してい

る可能性が高 く、表とグラフに示 した数量は個体数を示すものではない。この点を考慮 したとしても、

この遺跡のウマは体高100cmか ら140cm程度である。この遺跡のウマは比較的大 きいということがで

きる。それを時期別に示すと、 9世紀のウマが多い。そして、 8世紀から10世紀にかけての時間的変化

を見ると新 しくなるに従つて徐々に小さくなっている傾向がうかがえる。筆者は以前に中世以降に大き

くなると述べたことがある。しかし、それ以降の出土例から見ると古墳時代のウマは比較的大きく、古

代 。中世には小さな個体も大きな個体も出上している。関東地方の古代の農村では小さいウマを老齢ま

で労役に使つている例があるが、この遺跡のように地方の役所と考えられる遺跡や鎌倉などの都市では

大きな個体も飼育されていたことが明らかとなった。むしろ、この遺跡の出土例から見ると8世紀から

10世紀にかけて小さくなる傾向が見られる。この例から見ると、ウマの大小は単なる時期差だけではな

く、地方の中心的性格をもつか、農村的性格を持つかなどの遺跡の性格を反映している可能性がある。

なお、ウマの雌雄は大歯の有無で判断しているが、この遺跡では雌雄ともに見られ、どちらが多いかは

分からない。

b.ウ シ

ウシの骨も256点 と多 く出土 した。右側下顎骨の出土量からみて少なくとも11個体以上で、実際には

20個体分以上の骨格であろう。ウシの骨は西日本の古代以降の遺跡ではウマと同量程度出上 している。

しかし、この遺跡のように最小個体が11個体と多 く出土 した遺跡はない。ウシの大きさを推定してみる

と102cmか ら135cmの範囲であり、かなり大きいことが分かる。体高を推定できた資料から見ると時

期的には8世紀後半のものが多 く、この時期には推定体高135cmの ものも含まれる。そしてウマと同
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様に、10世紀になると若千小さくなる傾向がある。現在のウシの在来品種では雄が体高120cmか ら140cm

程度であることから、この遺跡のウシは雌雄が含まれていると思われる。なお、ウシの場合は角の有無

で雌雄は分けられないので、骨格からの雌雄の判別はできない。

ところで、ウシとウマの骨格を見ていると、四肢骨も多 く出上 しており、特に少ない部位はない。中

世や近世では撓骨や中手骨 。中足骨が骨製品の原材料に使われるので、出土量が少ない場合がある。こ

こでは、そのような部位の偏 りがないことから、骨製品の製作はあまり行われていなかったのかも知れ

ない。なお、ウマとウシの頭蓋骨を見ると、後頭部の上面が意図的に壊されているものが大部分である

ことから、おそらくウマとウシの脳髄が採取されて脳なめしに使われていたのであろう。その点から見

ると「皮なめし」などの加工を行う技術者が存在 したと推測される。

c.イ ヌ

家畜のイヌは132点 出上 し、最小個体数は 5個体である。頭蓋骨の形態を見ると、額段が少 し見 られ

るタイプで、下顎骨の底部はすこし丸みをもっており、基本的に弥生犬の形質と変わらない。推定体高

37cmか ら48cmま で見 られ、大小の差異があったようである。四肢骨も細 く華奢なものと大 きくがっ

しりしたタイプが見られた。四肢骨が折れているイヌも見られることから、大型のイヌは狩猟用に飼育

されていたのであろう。

d.ネ コ

イエネコの骨は、上腕骨以外は一括 して採取されたもので、出土地点も近いことから、おそらくすべ

て同一個体であろう。現在の在来品種のイエネコとほぼ同じ大きさのネコであった。イエネコは文献に

よると古代の宮中や貴族によって飼われており、中世になると庶民でも飼育されるようになる。イエネ

コの骨が多 く出土するのは江戸時代が大部分である。最近、弥生時代の壱岐のカラカミ貝塚で出上 した

といわれているので、弥生時代以降、イエネコが飼育されていたのであろう。古代の骨格資料 としては

この例 しか知られていない。

e。 イノシシ 。ブタ

イノシシ類は51点 出土 している。シカに比べてかなり少ない。日本の古代では職業集団である猪養

(飼)部 によリブタが飼育されていた。そこで、この遺跡のイノンシ類の骨の中にブタの特徴を示すも

のがないかどう力単虞重に調べてみた。その結果、ブタの可能性のあるものは3点 しか認められなかった。

それらは下顎骨 1点 と携骨 2点である。下顎骨の場合は下顎連合部の上方への傾 きが大きいことからブ

タの可能性がある。また、撓骨の場合は、骨端の肥大化が認められたが、若い個体であるため、ブタと

は言い切れない。その他の四肢骨の大部分は野生のイノシシと思われるものであった。これらのことか

ら、この遺跡ではブタ飼育はほとんど行われていなかったのであろう。古代における家畜に対する殺生

禁断令と肉食禁止令がこの地域ではよく道守されていたと思われる。

f。 シカ

野生のシカの骨は、部位を同定 したものだけでも314点出上 してお り、シカ狩猟が盛んに行なわれて

いたと推測される。イノシシに比べてもかなり多いので、シカの生息に適 した環境であったのかもしれ

ない。シカの体格は小さく、この点からもシカの生息個体数が多かったと推測される。

g。 その他

その他の野生獣ではアナグマが 5点 とキツネ ?1点、タヌキ 1点が認められただけである。キッネと

したものは小さな下顎骨の破片であり、小型のイヌの可能性もあるのでキツネ?と した。なお、ヒトの
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骨も6点採集されていた。

まとめ

この遺跡の動物遺体の特徴は、家畜のウマとウシが主体であったことである。そして、ウマとウシの

いずれも大きな個体が見られたことである。さらに、家畜・家禽のイヌ・ネコ・ニワトリや多種の野鳥

類、野生のシカ・イノシシなどが出上したことである。ウシとウマが多いことは、この遺跡が当時の阿

波の国府とされることと関連しているであろう。鳥類の種類の多さは吉野川流域という立地条件による

ものである。

この遺跡の動物遺体はウマとウシが多いことが特徴である。ウマは小型から大型まであり、大きな個

体が多いことが注目される。この遺跡が阿波の国府跡と推定されていることから、国府として大きな軍

馬を飼育していた可能性が考えられる。

これまで、日本の古代の動物遺体の出土量は少なく、当時の人々が動物とどのように接してきたのか

は文献資料に依存するしかなかった。その点で、この遺跡の動物遺体は、当時の動物と人間生活との関

連を考える上で大変貴重な資料と言える。
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表 9 種名表

魚類

ブリ

クロダイ

マグロ類

爬虫類

スッポン

鳥類

カラス類
ヘラサギ科

アオサギ

サギ科の一種
ヒシクイ

カモ類

カワウ

ッル科

クイナ科

キジ

ヤマドリ
ニワトリ

H甫乳類

ホンドタヌキ

ホンドキッネ
ニホンアナグマ

ニホンイノシシ

ニホンジカ

イヌ

ネヨ

ウマ

ウシ

ヒト

S?万ο肋?ン滋?"¢
「

成 ,筋

Ac伽力92'=脇 d♂
`坊

ル憲?ど ,

TIE,ヵ″財,spindet

rrね町■dサ″¢ヵd,sittο ηJt・力d

Co厠′″s sp indet

Plataleidae gen indet

ArJP,c肋 ?v,デοり,

Ardeidae gen indet

Aぉグヵう,ザた。¢廟ヵdr/Jd

Anatidae gen indet

P力,肋εrοεοra/ごα′♭ο力αη¢rra¢

Gruidae gen,indet

Ralidae gen indet

Pん,dサ,ヵ″dじ OJC・力Jc・ ,dわ力え,7J7

P力,oねヵが sο?胞″¢rrD,ど ,,dC加ガJ肋悶

C,〃′dg,JJ″ d Jο海¢d″θヵd

洵レじ胞″η″Sppりο″ο之形∫ツサ彪r万″′d

乃 Jp¢dッ″Jp?dyppο刀,働

MelFd胞 ?J¢ d r12,た,独α

S″∫配 炒 虎″Cο加ノd脇傷

Cθ″ヵdη」ppοヵ

働 2τS力μ
'Jttrzd′¢どなθα″d

E?И〃o¢,うαJJ′ d

Bοs筋,IИd

,っ″婢d,p彪ヵd

和
協

シカ/イ ノシシ
1%

表10 総破片数

貝類 魚類 爬虫類 鳥類 哺乳類 同定不能

5

総破片数 2388

表¬ 魚類出土一覧表

種名 部位名 左右 備考 個 数

ブ リ 歯 骨 R l

クロダイ 歯骨 L
大型

推定体長30cm以 上
l

マグロ 椎 骨 大型 1

マグロ類小 主鰯蓋骨 R 標本 (ビ ンナガマグロ)よ り少し大きい程度 1

マグロ類小 第 1椎骨 標本 (ビ ンナガマグロ)よ り小型 1

表12 爬虫類出土一覧表

種名 部位名 左右 個数

スッポン

頭蓋骨 2

鳥口骨

L 1

R l

LR不 1

前烏口骨・肩甲骨 2

肩甲骨 L 1

上腕骨

L 1

R 2

LRラ下 1

上腕骨/大腿骨 LR不 1

腸骨 L 1

寛骨片 1

肋骨板 64

上腹甲骨 2

内腹甲骨 6

中腹甲骨 4

下腹甲骨 5

剣腹甲骨 ユ

腹 甲

背甲/腹甲 9

合計

表13 哺乳類出土点数

種名 個数

ウ マ 377

ウシ/ウ マ

シ カ

ウ シ 256

イ ヌ

イノシシ/ブタ

シカ/イ ノシン

不 コ 9

ヒ ト 6

アナグマ 5

キツネ 1

タヌキ l

陸獣 108

合計 1619

アナグマ キツネ

第492図 哺乳類出土点数内訳
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表14 出土鳥類一覧表

種名 部位名
左
右 残存状態

年
齢

性
別 所見

個
数

四肢骨の計測値 (m)

長

Ｄ

全

俗

近位部幅

(Bp)

骨幹部幅

(SD)

遠位部幅

(Bd)

小型のカラス 撓骨 L 完存 小型

小型のカラス 鳥口骨 R 完存 小 型 匁 9

小型のカラス 尺骨 L ほぼ完存 (近位端ほんの少し欠 く) 小型               1 同一個体 1

小型のカラス 尺骨 R ほぼ完存 (近位端ほんの少し欠 く)

小型

ハンブ トガラス標本 (968)よ り小

817+α

(83■ )

小型のカラス 中足骨 L ほぼ完存 (近位端少し久 く) 1 588

カラス ? 上腕骨 R ほぼ完存 74 4 70 164

ヘ ラサギ科 中手骨 L ほぼ完存 コウノトリ (■ 90■ )よ り小 1

730+α

(巧 0と )

アオサギ 大腿骨 R 完存 標本と同大、少し細い 1

142■

(不 完存)

アオサギ 尺骨 L 完存 (た だし割れている) アオサギより大きい(ア オサギの標本は1,1950) 1

アオサギ ? 腟看 完存 現生アオサギ (1:2050)よ リー回り大 2150士

アオサギ ? 中足骨 完存
標本 (1:1527、  Bpi14 2、 Bd,146、  SD6 3)

より少し大きく細い
1 1644 57

アオサギ ? 撓骨 骨幹部片

サギ ? 椎 骨 完存 ユ

サギ ? 大腿骨 L 完存 1

サギ ? 寛骨 複合仙骨 完存

サギ ? 大8R骨 完拝 1

サギ類 腿骨 L ほぼ完存 (遺 位端少 し久く)

アオサギ標本より少 し長い力N4Mい

アオサギの大型 ?
2100+α

サギ類 中足骨 アオサギと同大

ヒシクイ 尺骨 骨幹部―遠位端 残存部分 i125 8nII

尺骨 ほぼ完存 (近 位端少し欠く) I

1576+α

(159■ )

上腕骨 R 完存 細い タイプ 1 76 0 11 5

カヮウ 上腕骨 完存
現生カワウと同大

Bp測 れず

カワウ 携骨 L 骨幹部―速位端 I

尺骨 L 近位端一骨幹部 マナヅル?(マ ナヅルと同大) 1

機骨 L 近位端―骨幹部 若 同一個体か ? 1

ニワトリ 中足骨 L 骨幹部

エフトリ ミ骨 R 完存 岐阜地鶏より大、キジ♂より大

ニワトリ? 大腿骨 R 完存

細 くて華奢

近位部の形からヤマ ドリかニワトリのいずれか ?

上縁からニワトリ?と する

824
138士

(狽 1定 不定 )

ニワトリ? 大腿骨 R ほぼ完存 (骨 頭欠 く)

Imく て平雷

上面くはみなし、上縁よリニワトリ?と した
777と

エワトリ? 睡骨 L 完存 支阜地鶏とキジ♂より大 H92 21 4

ニワトリorヤ マドリ 大腿骨 R 骨幹部―逮位端
キジとほは同大

三ワトリかヤマ ドリか区別不明
1 809+α

ニワトリorヤマドリ 大腿骨 R 近位端―骨幹部

細くて華奢

現存長71711m

おそらくニフトリの小型

ニワトリorヤマドリ 大lR骨 L ほぼ完存 (遠位端一部欠く) lmく て湾出強い

キジ♂Orヤマドリ♂ BF■骨 L 完存

小国と同大だ力湘田い

現生キジ J‐ と同大だが少し細い

現生キジとは近位部の上縁が異なる

I 1074
最大幅152

中央幅121

ニフトリ類 鳥日骨 R 完存

クイナ? 中足骨 と 骨幹部 ♀
仮No763よ り少 し大型

現存長61 6mm
1

クイナ ? 中足骨 R ほぼ完 (た だし近位端少し欠く) ♀

蹴爪なし

朝日チャボ J‐ より小

後面に稜ないことからニフトリ

673+α

(お そらく

690■ )

クイナ ? 中足骨 R 完存 ♀ 岐阜地鶏より月ヽ型

種不明鳥類 権骨 中型の鳥類 (ア オサギ程度 )

種不明鳥類 胸骨片 中型

種不明鳥類 肢骨 ? 1
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表15 哺乳類部位別表

苫卜位 歳存部分 その他

頭蓋,

下顎骨

環推

月 甲骨

上腕骨
完存

骨幹部

完存

達位部

ネヨユ
近位部

尺骨
完
=

骨幹部

交骨

大腿骨

ネヨ 1、 タヌキ 1

通位部

近位部

速位部

燿骨

骨幹部

完存

骨幹者F

琲骨

中手骨
中間部

中間部

中足召

完存

中間部

近位部

連位部

遮位部

中手  中足骨

煙 骨

腰椎

尾椎

助 滑

中節骨

その他 足根骨 4
骨

１

１

７
蓋

看

骨

角

際

的

舌

総計
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表16 ウマの体高値一覧

番号 出土遺構 調査区

出土地

点 (Gr

など)

訂
年代 部位名 左 右 残存状態 所 見 個 敷

四肢召の計測値 (la)
推定 体 商

(cm)長

Ｄ

金

に
近位部幅 骨幹部幅

(SD)

こ位部幅
(Bd)

滑車部幅

(Bt)

8世紀後半 大bP零 骨幹都―遺位端 成獣 大も」 S2 7

IOL紀 大腿骨 標本より小 さ

3 8世紀後半 大腿骨 完 存 360 0 1'3

上腕骨 召幹部一遼位端 標本より少 し小

SR3001 05-1 上腕召 骨幹部一遠位端 成 獣 太い 、利ヽ 型

6 SR300] ,〕 8L紀後半 上腕 渇 ほぼ完存 成 獣 標本 よリー回 つ小 さ

SR3001 ЮL紀 上腕骨
=存

280 0

SR3001 05‐ 1 Ⅵ L腕骨 成 獣 小 型 710

8世紀前半 L腕右 目幹苫ヽ一速位端 81 7

8世紀後半 上腕骨 旨幹部一遠位端 小 型

SR300] や手召 ほほ完存 傑本 と「J大 または小

B-8 8L紀後半 ■手骨 完イF 標本 より小 さ 203 9

S贈00, 8 Lr祀 前半 ■千召 え存 ボロボロのため Bp、 Bd計測不可

SRBO01 10世紀 中手弓

SRSOOl 10世紀
中手骨

(窮 2、 4付 )

と存 21140

SR3001 8世紀前+ 中手F
(第 4付 )

よぼ完存 (た だ し両端少 し欠 く)

Bp Bd測 れす

標本 と同大

SR3001 98‐ 1 8世紀前半 や足骨 と位端一骨幹部 標本 と同大 446士 12つ

SR31Xll C-12 8世紀後半 中足骨 上位瑞―骨幹都 株本 と同大

10世紀 中足骨 完布 ボロボロのため BpBd測 れす

SR3001 8世紀後半 中足侶 完存

中足骨 よほ完布 255 6

SR3001 98‐ 1 よほ完存 成・lk 標本よつ少し小、Bd測 れず 2580と

23 SR3001 M■ 8 8世紀後半 ほぼ完存 標本 より小 259■ 3

IOじ 記 中足骨 標本 より細い 25 7

SR300] 05‐ 1 中足唱 慄本より月

SR3001
中足骨

(第24付 )

完存

SttOO] 8 LIE後 半 枕 骨 ほぼ年存 (た だ し両端少 し欠 く) 成 獣 幸奇

8L紀後半 機 掲 近位端―召幹部

SR3001 SL紀後半 傍骨 ほぼ完布 280±

SR3001 悦骨 完存

IO世紀 チ骨 完 存 325 0

,-2 9L紀 携尺骨 完存 Bっ 測れず 3300±
(Ul含 )

,1〕 砂際 ,尺骨 ほぼ完杵 成獣 小型、細 く平奢 296 0

9世紀 枕尺骨
Rad i完 存
Ul,弓 幹部―違位端

細いタイブ(一去努の可能性 ?)

Bd tt rtし ているので胡1れず
320 0

浣艇借 ほぼ完存 (Ulの 滑頭欠 く) 成』 Bd測 れず、RImく て華奢 Rad289〔 RadB3 0

税尺 目 成獣
3140■

(Rad)

10■紀 骨幹部一速位輪 小 型

SR9001 9世記 怪骨 骨幹部―道位端 成 献

G〕 8世紀後半 lS:弓 成 獣 625

睡 骨

】■0 8世紀後半 lt骨 完 存

8L紀後半 li肴 骨幹部一近位端

SR3001 I骨 完存

β ほぼ完布 近位瑞言1測 不可 327 0

05 2 10L紀 3150

SR300] 10世紀 こ骨 成 漱 67 8

中サ 召瞬郡一た位端

骨幹部―返位端 70 6

S世 紀前半 目H4部一通位端

SR3001 05-1 近位端一召幹部

9世紀 Ⅲ幹部―速位端 5S 〕

SR3001 05-1 8世紀後半 隆骨

個数

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0
106～ 110 111-115 116～ 120 121´ -125 126～ 130131-135

第493図  ウマの推定体高

140
体
高

135

130

125

120

115

110

105

100
Ⅵ‖   V‖   Ⅵ   V   Ⅳ   ‖I

8世紀 中州 8世紀 9世紀 10世紀
前半    後半

第494図  ウマ 時代別体高分布

135～140

体高 (cm)
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な号 陸
区

阻
隕
け
櫛

左
右

残存状態 年出
個 焼

俯
ｍ

長

Ｄ

全

峰 蜘幅働

侶幹剖,

幅

(SD)

道位m
l函

(Bd)

IT市 部

幅 硼鎌蜘
山

金

矛

長

山

全

山

仝

ほぼ売作

L(P123M123)

8世 RE後 半 下灰日
ほぼ先存

(× ×××P1294M123)
E lkあ り

|

8世 紀後半
ユぼ先布

1同 一個体 ?

8世 紀後半
まま先存

(P123Mlつ 3)
乱喰い山

中州 上腕召 弓い者「一通住端 たい 標本とF・l人

8世 IE前 半 二脆骨
よほ完4
(た だ し大計飼i欠 く)

llLセ

L腕 骨 骨幹とトー進位瑞 大 型

E脆乍 宥静きトー地位瑞

眺尺¶
Rad i完 イ「
UI;・ |『常

`

携尺骨 ほぼ完4 ♂
'「

定Rlて

8世紀後半 ほほ完4 Bp測 れず

税滑 ほぼ完lt

8世 RE後 半 近位瑞―召IT部 ♂ ?

税骨 とても大い、水十 ?

10世記 ♂

全体 にμ波 している

提看 近位瑞―情中とト

(よ ほ完
猾・ lか ら

]O Lr紀 侶帝部―辻位瑞 成 獣

811f祀後半 ■辛↑部―と位吼 成 よ

8J紀後+
l_lH ほぼ先存(IL'鶏 少し欠く) 茂 猷 大 型

S ItiE後 半 q幹剖
`―

辻位瑞 拝ホより小さサ

9 HLI記 捐け部―,上位端

8世記後半

8世紀後半 中手11 近位珊―召件刊
`

成 u

8 LH記後半 中足 目

8世記後ト中足召 すたくうもっくうタイブ

' F・

-4・jよ P

10L祀 中足宿

8世紀佐十 中足宿 近位瑞―骨予部 成 獣

表17 ウシの体高値一覧

101′ -105 106～ 110 111-115 116～ 120 121-125 126～ 130 131々 W135

体高 (cm)

140
体
高

135

130

125

120

115

110

105

100
Ⅵ‖   V‖   V   V   Ⅳ   I‖

8世紀 中州 8世紀 9世紀 10世紀
前半    後半

第496図  ウシ 時代別体高分布

個数

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

第495図  ウシの推定体高
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表18 イヌの頭蓋骨一覧表

蹴
区

雌
鯨
α 層

常卜位名
た
右

残/f状態
放

yJl監 月の,測 他 妍
ｍ

凹腹■の

詞測値

(Tm) 睡
朧
ぐｃｍ，

最大

頭とに

を氏
吻,高 全

Ｃ

B世紀籍 頭話日

L(× XXX× XX× ×XX)一 11～ 13

1t頂 骨 側頭料 後頭Ⅲなど火く
勿部わ部「いタイブ

猟離召

ほぼ完 (lHし 類骨弓久 く)

山はすべて山笙組のところでとけて t

る (山根吉卜のみ歿存 )

ス トッブが少 しある

矢1た確力拐,い

側頭龍力'ル グマのかな

り後方で変わる

前頭部の中央部力f少 しく

頭謎■
(半久 )

藪蓋■
R,(X X XCPI XP34M12)

iOL紀 頭協村 歯はな

表19 イヌの下顎骨一覧表

随
区

阻
峡
Ｇ
期

都位名 友41大態 年備

下敦■のIIl測 他 歯オ言,Rllp 蜘鵬ｍ
棚
鋲
帥

体 ij(タ トpll) 体厚
ｋ

め

全

俗
中央部)

硼
碑

山

全

湖

令

8世紀前半 下Hl,
下顎骨大い

中Itl

8世●E後 半 下猟骨

8世紀後半 下顎,

S世紀後半 F頚付

8世卍後半 下頻■ 放残
下顎庶少 し九み酢びる

小型

下顔 胃

tFlは全体にF itほ とんどなじ

ド弧Aは少し湾山
下X体 うすい

断列の清耐I弱 い

小型大

ｍ
り

子rh江ぃタィァ

8L祀前半 下顎■ 下顎
'体

太い

MJ庁減少々

(XPl□34M12X)
P2は 抜けて歯精4江 まる

Ⅲlを 大

下歌の大い (F.・ みのある)

下顎氏欠 く
則くてIな

(lt定 )

Mlは歯使のみ残rr

101し杞 下狐骨 (P4) 歯は

'4の
み残7F 甑lm,分の■体はVい

脇
区

雌
は
⊂
悧

残存1大態 鋲
⑩

醐幅い
開
幅
ｍ

帥
幅
ｍ

8世紀御

IO世 紀

表20 イヌの四肢骨体高値一覧表

男497図

体高 (cm)

イヌの推定体高
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6

5cm

図版75 動物遺体 1

1～ 4.ウ シ (1右下顎骨側面 3・ 4角芯  5・ 6.ウマ左下顎骨 (5側面 6上面)2右下顎骨上面)
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図版76 動物遺体 2

1。 3・ 5。 7・ 8・ 10。 12.ウ シ (1左肩甲骨 3左上腕骨 5左撓尺骨 7右大腿骨 8右怪骨 10左中手骨 12右中足骨)

2・ 4・ 6。 9。 ¬・13.ウ マ (2右肩甲骨 4左上腕骨 6右棧骨 9左睡骨 11左 中手骨 13右 中足骨)
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激、

2b

5cm

図版77 動物遺体 3

1。 2.イ ヌ頭蓋骨 (a.上面 b.左側面 )
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図版78 動物遺体 4

1～ 7.ネ コ (1右肩甲骨 2左権骨 3右上腕骨 4右棧骨 5左尺骨 6左大腿骨 7左歴骨)

8～ 12.ア ナグマ (8左下顎骨 9右下顎骨 10右大腿骨 11左大腿骨 12右胚骨)

13～ 19.イ ヌ (13・ 14左下顎骨 15右下顎骨 16右尺骨 17左胚骨 18右上腕骨 (骨折) 19右胚骨 (骨折))
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募  ゝ

峰韓 !k推

図版79 動物遺体 5

1・ 2.イ ノシシ右下顎骨 3.イ ノンシ左右下顎骨

-217-



図版80 動物遺体 6

1～ 10.シ カ (1.左上顎骨 2.頭 蓋骨 3.左 下顎骨 4.右 下顎骨 5.右 中足骨 6.左 中手骨 7.角  8.左 大腿骨
9.右寛骨 10.右棧骨)
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F  a

図版81 動物遺体 ア
1.ク イナ右中足骨 2・ 3.ニ ワ トリ (2右大腿骨 3左怪骨) 4.ヤ マ ドリ/キ ジ左胚骨 5.カ モ右上腕骨 6.カ ラス
左上腕骨 7.ガ ン大右尺骨 8.カ ワウ右上腕骨 9。 10.サ ギ類 (9.右大腿骨 10.左大腿骨) 11.ア オサギ左塵骨
12・ 13.ツ ル (12左撓骨 13左尺骨) 14.ク ロダイ左歯骨 15.ブ リ右歯骨 16。 17.マ グロ類 (16椎骨 17右主綿蓋骨)

18～27.ス ッポン (18頭蓋骨 19右上腕骨 20左上腕骨 21左肩甲骨 22左 腸骨 23右腸骨 24内腹甲骨 25。 26肋 骨板 27下腹甲骨)
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徳島県内出土の日本古代銭寅

大阪市立大学

栄 原 永遠男

1.出土事例の集成

2008年 3月 までに徳島県内で出土した日本古代銭貨については、これまでに以下のような集成がなさ

れている。

(a)辻 佳伸「徳島県下の出土状況」 (F出土銭貨』創刊号、1994年 4月 )

(b)永井久美男「徳島県下の出土銭」 (徳島県海部郡海南町教育委員会『阿波海南 大里出土銭―中世期

大量埋蔵銭の調査報告書―』1994年 9月 )

(c)山内英樹「阿波国」 (出土銭貨研究会 F畿内・七道からみた古代銭貨』2000年 9月 )

(d)柴 田圭子「四国地方出土の和同開亦」 (研究集会「和同開弥をめぐる史的検討 (2)」 発表要旨と参

考資料、2008年 3月 )

これらに集成されている出土例に、観音寺遺跡出土の出土例を加えて示すと、表 1の ようになる。こ

れによって、古代の阿波国における古代銭貨の普及の実態について考えたい。そのためには、各事例の

出土状況を確認しておく必要がある。

2.出土事例の検討 (表21)

①は、1961年 (日召和36)1月 に、南面する緩傾斜地の中腹の葡萄畑の耕作中に偶然発見されたもので、

薄く木炭を敷いた上に凝灰岩製の蔵骨石櫃を置き、その上に人頭大の塊石を被覆として置いていたとい

う。報告書において、蔵骨石櫃の中にあったと明記されているのは、熟年男子の洗骨 1体分、金銅製大

刀 1振である。他に副葬品として延喜通宝13枚、小刀子 2口、砥石 1個があったが、これらが蔵骨石櫃

の中にあったとは記されていない*l。 しかし、問題の廷喜通宝が、仮に蔵骨石櫃の外にあったとしても、

この古墓に関係して埋納されたことはたしかであろう。

②の中庄東遺跡は、郡衛との関連が指摘されている遺跡であるが、和同開弥は、1998年 度の第 1次調

査において、 7C地区の大型不明遺構 SX2009を 切る土坑 SK2076か ら出土した。報告書では、「遺構北

壁沿い中位、推定第 8層埋土中から表面を上に向けた状態で出土し」、「柱穴の地鎮に際し人為的に埋納

された可能性が考えられる」とされ、SK2076の 遺物の中には、SX2009の 遺物が混入したものが含まれ

ている可能性が指摘されている*2。
和同開弥は、SX2009か ら出上した8世紀後葉を中心とする時期の

青銅製の九輛や環座金具などとともに廃棄されていた可能性があるとされている*3。

③については、(a)で は、調査者谷巨人氏からの教示として、隔U平 を受けた古代墓の横で」出土した

もので、「もとは古代墓に副葬されていたものと考えられる」としている*4。 また(b)で は、「後世の削

平によって上部がかなり壊された」古代墓の「東側から皇朝十二銭の寛平大賓 1枚 と延喜通賓 8枚のほ

か不明銭13枚」が出上した、不明銭は「形状などからみて同じ寛平大賓か廷喜通賓と推察され」る、こ

れらの銭貨は「墓が壊された時に動かされたものと思われる」などとしている*5。

④の出土状況は不明である。

③③は、一般国道192号線徳島南環状道路・徳島環状線国府工区改築事業に伴う発掘調査における出
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土例である。出土した7点はそれぞれ別箇所から出上しており、数枚が一括して出土した場合はない。

そこでa以下の記号で区別する。⑤ (1997、 8年出土)の うち、a承和昌宝は、平安時代～中世のⅡ層

から検出され、b貞観永宝、c延喜通宝、d延喜通宝は、いずれも包含層からの検出であるという。

③ (2005年出土)の 五万年通宝とb延喜通宝は、10～ ■世紀のⅢ層からの出土、c乾元大宝は、中世

のⅡ層からの出上である。

⑦は、平安時代の水路埋土中より出土したとされ*6、 この地区は「名東郡衡の一角を占めていた可能

性」があるとされているキ7。

③は、調査担当者福家清司氏からの教示として、平安時代の水路から出土した、とされている*8。

③③の2例は、中世の大量埋蔵銭の中に含まれていたものである辛9。

3.古代銭貨の普及状況

〔時期〕

以上にもとづいて、阿波国の古代における銭貨の普及状況を考えたい。その場合、各銭貨の発行時期

ではなく、埋没時期に注目すべきである。表 1の徳島県における古代銭貨の出土例のうち、古代に埋没

したのは、①②③④⑥ ab ⑦①の各事例である。その他の⑤ a～ d、 ⑥ c、 ⑨⑩は、中世以降の埋没であ

るので、古代の普及状況に結びつけることは難しい。

まず、8世紀以前の銭貨で出上しているのは、和同開弥と万年通宝のみである。今のところ、無文銀

銭・富本銭・和同銀銭・神功開宝の出土はない。②の和同開弥は、SX2009の 遺物が混入したものとす

ると、埋没時期は8世紀後葉となる。またSX2009を 切つて作られたSK2076に 伴うものとすると、こ

れよりさらに後の時期となる。

万年通宝は、4カ 所から出土していて注目される。しかし、⑨⑩は中世における埋没であり、古代に

おける普及を示すものではない*10。
⑥aは 10世紀の地層から、⑦は平安時代の水路埋土から出土してい

る。いずれも、8世紀に発行された銭貨ではあるが、発行時期における普及の史料としてではなく、埋

没時期の史料として扱う必要がある。

9世紀以降の銭貨では、隆平永宝・富寿神宝・長年大宝・饒益神宝の出土はないが、富寿神宝 。承和

昌宝・貞観永宝 。寛平大宝・延喜通宝・乾元大宝が出土している。しかし、これらの出土例のうち、⑤

a～ d、 ⑥ cは 中世以降の埋没である。

古代に埋没した事例は、残る①③④⑥ b③である。①廷喜通宝、③寛平大宝・延喜通宝、④延喜通

宝、⑥ b延喜通宝、③乾元大宝である。③は寛平大宝 (890年発行)を伴うが、延喜通宝発行 (907年 )

以後の埋没である。この点では①④も同様である。⑥ bは 10世紀の地層から、③は平安時代の水路か

ら出上している。

以上によると、8世紀における普及の可能性を示すのは②の和同開弥のみということになる。この②

の和同開弥の場合も、発行後かなりの時間を経過して埋没したことに注意する必要がある。その他の①

③④⑥ ab ⑦③は、いずれも10世紀以降の埋没であつた。

したがって、阿波国における古代銭貨の普及は、8世紀も後半すぎからはじまったとみられるが、択

立的、点的な状態にとどまったと推定される。それがやや普及しはじめるのは、9世紀の終わり近くか

らで、それが10世紀になって埋没したとみられる。
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〔普及の状況〕

つぎに、出土遺跡の性格について検討したい。②⑦③については、それぞれ美馬郡家、名東郡家との

関連が想定されている。また、⑤⑥は阿波国府の近辺と想定されており、④も同様である。したがって、

③③以外は、官司の近隣から出上していることになる。

このうち②は、上記のように、今のところ8世紀における普及を示す唯―の事例であるが、それが美

馬郡家と関連する可能性があることは注意される。阿波国における古代銭貨の普及は、郡家関係者を中

心にはじまったことを示しているのではなかろうか。また、④⑥ ab ⑦③などの古代における埋没事例

が、阿波国府、名東郡家と関連していることは、9世紀以降の銭貨の普及も、国府や郡家の関係者を中

心に進められたことを示している。

①③は、ともに墳墓からの出土であるが、②も「柱穴の地鎮」に用いられた可能性が指摘されている。

これらは、古代の阿波において、銭貨が祭祀などに使用されていたことを示すものである。

〔地域分布〕

古代における埋没事例は、①板野郡、②美馬郡、③麻植郡、④～③名方郡である。このうち②を除く

他はみな吉野川旧下流地域に位置している。10世紀以降の銭貨普及は、この地域を中心に展開したこと

を示している。

古代の阿波国における銭貨普及を示すもっとも早い事例である②の出土地点が、阿波国のもっとも西

の山間部に位置する美馬郡のうちに含まれることは興味深い辛H。 このことは、阿波国における銭貨の普

及が、流通経済の発展にかならずしも依拠することなく、郡家関係者による個別的な所持が契機となっ

ていることを示している。

4.むすび

本稿は、出土事例から古代銭貨の普及の実態を探る試みであつた。それには、個々の出土事例の状況

が十分に把握されている必要がある。しかし、それが明確でない事例があつたため、十分な検討ができ

なかった。今後、古代銭貨の出土例が増加して行くであろうから、それを待って本稿での見通しを再度

検討したい。

本稿では、対象を古代銭貨に絞ったが、古代銭貨にかぎらず、普及の実態を把握するためには、出土

状況、出土層位、伴出遺物、銭貨そのものの形状・特徴その他考古遺物としての情報を必要とする。今

後、これらに配慮した精度の高い情報の提示を期待したい。

言主

*1 末永雅雄「樋殿谷出土蔵骨器関係資料調査概要」、島 五郎「平安時代初頭と推定せられる蔵骨

器出上の樋殿谷人骨について」 (以上ともに『徳島県文化財調査報告書一樋殿谷出土蔵骨器関係

資料―』第4集、1962年 7月 )

徳島県教育委員会 F中庄東遺跡 緊急地方道路整備事業一県道出口大刀野線―に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書』 (徳島県埋蔵文化財センター調査報告書 第54集、2005年 3月 )

柴田圭子「四国地方出上の和同開弥」 (前掲)

辻 佳伸「徳島県下の出土状況」 (前掲)

永井久美男「徳島県下の出土銭」 (前掲)

*2

*3

*4

*5
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*6 註4と 同じ

*7 徳島市教育委員会『第 6回埋蔵文化財資料展 庄遺跡の人々のくらしと文化』 (1985年 11月 )

*8 註4と 同じ

*9 徳島県海部郡海南町荻育委員会『阿波海南大里出土銭―中世期大量埋蔵銭の調査報告書―』(1994

年 9月 )、 吉見哲夫「一宮出土古銭の金貌」 (『 ふるさと阿波』22、 1959年 、阿波郷土会『再建40

年記念誌 ふるさと阿波 第 1号～第50号』1990年 12月 )

*10 両者ともに万年通宝が含まれていることは、単なる偶然ではないかも知れない。

*11 三好郡が美馬郡から分立するのは貞観 2年 (860)である (F日 本三代実録』貞観2年 3月 2日 壬

子条)。
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